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ローカルUNIXユーザおよびグループの設定

ローカルUNIXユーザおよびグループの設定の概要

SVM 上で、認証およびネームマッピングにローカル UNIX ユーザおよびグループを使用
できます。UNIX ユーザおよびグループは、手動で作成することも、 Uniform Resource

Identifier （ URI ）から UNIX ユーザまたはグループを含むファイルをロードすることも
できます。

クラスタ内のローカル UNIX ユーザグループおよびグループメンバーの合計数に対するデフォルトの上限値は
32 、 768 です。クラスタ管理者はこの制限を変更できます。

ローカルUNIXユーザを作成する

コマンドを使用すると、ローカルUNIXユーザを作成できます vserver services

name-service unix-user create。ローカル UNIX ユーザは、 SVM 上に UNIX ネ
ームサービスオプションとして作成し、ネームマッピングの処理で使用する UNIX ユー
ザです。

ステップ

1. ローカル UNIX ユーザを作成します。

vserver services name-service unix-user create -vserver vserver_name -user

user_name -id integer -primary-gid integer -full-name full_name

`-user user_name`ユーザ名を指定します。ユーザ名は 64 文字以内にする必要があります。

`-id integer`割り当てるユーザIDを指定します。

`-primary-gid integer`プライマリグループIDを指定します。これにより、ユーザがプライマリグループに追
加されます。ユーザを作成したあと、手動でユーザを目的の追加グループに追加できます。

例

次のコマンドは、johnmというローカルUNIXユーザ（フルネームは「John Miller」）をvs1というSVM上に作
成します。ユーザのIDは123で、プライマリグループIDは100です。

node::> vserver services name-service unix-user create -vserver vs1 -user

johnm -id 123

-primary-gid 100 -full-name "John Miller"

URIからローカルUNIXユーザをロードします。

SVMで個 々 のローカルUNIXユーザを手動で作成する別の方法として、ローカルUNIXユ
ーザのリストをUniform Resource Identifier（URI；ユニフォームリソース識別子）を使
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用(`vserver services name-service unix-user load-from-uri`してSVMにロードすること
もできます。

手順

1. ロードするローカル UNIX ユーザのリストが含まれているファイルを作成します。

ファイルには、次のUNIX形式でユーザ情報が含まれている必要があり `/etc/passwd`ます。

user_name: password: user_ID: group_ID: full_name

このコマンドを実行すると、フィールドの値とフィールド(home_directory`の後のフィールドの値が

`full_name`破棄され `password `shell`ます）。

サポートされる最大ファイルサイズは 2.5MB です。

2. リストに重複した情報が含まれていないことを確認します。

リストに重複したエントリが含まれている場合、リストのロードは失敗し、エラーメッセージが表示され
ます。

3. ファイルをサーバにコピーします。

サーバには、 HTTP 、 HTTPS 、 FTP 、または FTPS 経由でストレージシステムから到達できる必要が
あります。

4. ファイルの URI を確認します。

この URI は、ファイルの場所を示すためにストレージシステムに指定するアドレスです。

5. ローカル UNIX ユーザのリストが含まれているファイルを、 URI から SVM にロードします。

vserver services name-service unix-user load-from-uri -vserver vserver_name

-uri {ftp|http|ftps|https}://uri -overwrite {true|false}

-overwrite{true false｝は、エントリを上書きするかどうかを指定します。デフォルトはです

false。

例

次のコマンドは、ローカルUNIXユーザのリストを、というURIを使用してvs1というSVM内にロードし
`ftp://ftp.example.com/passwd`ます。URI を使用してロードした情報によって SVM 内の既存のユーザが上書
きされることはありません。

node::> vserver services name-service unix-user load-from-uri -vserver vs1

-uri ftp://ftp.example.com/passwd -overwrite false

ローカルUNIXグループを作成する

コマンドを使用すると、SVMに対してローカルなUNIXグループを作成できます
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vserver services name-service unix-group create。ローカル UNIX グル
ープはローカル UNIX ユーザとともに使用されます。

ステップ

1. ローカル UNIX グループを作成します。

vserver services name-service unix-group create -vserver vserver_name -name

group_name -id integer

`-name group_name`グループ名を指定します。グループ名は64文字以下にする必要があります。

`-id integer`割り当てるグループIDを指定します。

例

次のコマンドは、 vs1 という名前の SVM 上に eng という名前のローカルグループを作成します。グループID

は101です。

vs1::> vserver services name-service unix-group create -vserver vs1 -name

eng -id 101

ローカルUNIXグループにユーザを追加する

コマンドを使用すると、SVMに対してローカルなUNIXグループにユーザを追加できます

vserver services name-service unix-group adduser。

ステップ

1. ローカル UNIX グループにユーザを追加します。

vserver services name-service unix-group adduser -vserver vserver_name -name

group_name -username user_name

-name `group_name`ユーザのプライマリグループに加えて、ユーザを追加するUNIXグループの名前を指定し
ます。

例

次のコマンドは、 vs1 という SVM の eng というローカル UNIX グループに、 max という名前のユーザを追
加します。

vs1::> vserver services name-service unix-group adduser -vserver vs1 -name

eng

-username max
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URIからローカルUNIXグループをロードする

個 々 のローカルUNIXグループを手動で作成する別の方法として、コマンドを使用し
て、ローカルUNIXグループのリストをUniform Resource Identifier（URI）からSVMにロ

ードすることができます vserver services name-service unix-group load-

from-uri。

手順

1. ロードするローカル UNIX グループのリストが含まれているファイルを作成します。

ファイルには、UNIX形式のグループ情報が含まれている必要があり `/etc/group`ます。

group_name: password: group_ID: comma_separated_list_of_users

このコマンドを実行すると、フィールドの値が破棄され `password`ます。

サポートされる最大ファイルサイズは 1MB です。

グループファイルの 1 行の最大長は、 32 、 768 文字です。

2. リストに重複した情報が含まれていないことを確認します。

重複するエントリがリストに含まれていてはいけません。含まれていると、リストのロードに失敗しま

す。SVMにすでにエントリがある場合は、パラメータをに true`設定して既存のエントリをすべて新し
いファイルで上書きするか、新しいファイルに既存のエントリと重複するエントリが一切含まれないよう

にする必要があります `-overwrite。

3. ファイルをサーバにコピーします。

サーバには、 HTTP 、 HTTPS 、 FTP 、または FTPS 経由でストレージシステムから到達できる必要が
あります。

4. ファイルの URI を確認します。

この URI は、ファイルの場所を示すためにストレージシステムに指定するアドレスです。

5. ローカル UNIX グループのリストが含まれているファイルを、 URI から SVM にロードします。

vserver services name-service unix-group load-from-uri -vserver vserver_name

-uri {ftp|http|ftps|https}://uri -overwrite {true|false}

-overwrite true false｝は、エントリを上書きするかどうかを指定します。デフォルトはです

false。このパラメータをに指定する `true`と、ONTAPは、指定したSVMの既存のローカルUNIXグルー
プデータベース全体を、ロードするファイルのエントリで置き換えます。

例

次のコマンドは、ローカルUNIXグループのリストを、というURIを使用してvs1というSVM内にロードし
`ftp://ftp.example.com/group`ます。URI を使用してロードした情報によって SVM 内の既存のグループが上書
きされることはありません。
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vs1::> vserver services name-service unix-group load-from-uri -vserver vs1

-uri ftp://ftp.example.com/group -overwrite false
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